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《7 月の海況》 
 

沿岸定地水温は、7月は浜田はやや高め、恵曇はかな

り高めとなりました。8月は浜田、恵曇とも高い水温が

続き、8月中旬現在では平年より３℃程度高めとなって

います。 

浜　田

5

10

15

20

25

30

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

℃

月

　　　　最近1年

　　　　過去25年の平均

5

10

15

20

25

30

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

℃

月

恵　曇

　　　　最近1年

　　　　過去25年の平均

 

 
 《 7 月の漁況 》 

【中型まき網漁業】 
 各地区の漁獲物の主体を占めるマアジが好調で、総漁獲量は西郷地区及び浦郷地区では平年の 1.4 倍であっ
たものの、浜田地区では平年の 9割に留まりました。各地区の漁獲金額は、浜田地区で平年の 1.2 倍、西郷地
区で 1.4 倍、浦郷地区で平年の 1.5 倍となっています。 

【イカ釣漁業】 
浜田港（属地 5トン以上）ではスルメイカの漁獲量は平年並みでしたが、ケンサキイカのそれは平年の 5割

に留まりました。西郷港（属人 5トン以上）ではスルメイカの漁獲量は平年の 1割、ケンサキイカのそれは 3
割と不調でした。 

【バイかご漁業】 
石見・出雲地区のバイかご漁業におけるエッチュウバイの漁獲量はどの地区でも平年を上回り、全体では平

年の 1.2 倍の漁獲量となりました。ただし、エッチュウバイの単価が安いため金額では平年の 9割にとどまっ
ています。 

【シイラまき網漁業】 
漁獲の主体であるシイラの漁獲量は平年の5割と低調であったため、総漁獲量は平年の5割でした。ただし、

シイラの平均単価は平年の 1.4 倍と良かったため、漁獲金額は平年の 7割となりました。 

【定置網漁業】 
石見地区では主要漁獲物のマアジが平年の９割の漁獲で、その他サバ類、サワラ、トビウオ類などが漁獲さ

れ、全体では平年の８割の漁獲量となりました。出雲地区では主要漁獲物のマアジが平年の約 1.1 倍、トビウ
オ類が平年の９割、サバ類が平年の 2.2 倍、ブリが平年の 1.2 倍の漁獲量で、全体ではほぼ平年並の漁獲量と
なりました。隠岐地区では主要漁獲物のブリ・マアジはいずれも平年並、トビウオ類が平年の８割の漁獲で、
全体の漁獲量は平年の 9割となりました。 

【釣・縄】 
全体的に低調でした。石見地区ではケンサキイカ、アマダイなどが漁獲され、漁獲量は平年の 6割でした。

出雲地区ではアマダイ、マダイなどが漁獲され、漁獲量は平年の 6割でした。隠岐地区ではカサゴ・メバル類、
キダイ、メダイなどが漁獲され、漁獲量は平年の 6割でした。 

7 月 月平均 平年差 評 価 

浜田 26.0 +1.5 やや高め 

恵曇 25.3 +1.9 かなり高め 
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   トビウオ通信 漁況速報 (8 月号) 
          （本誌はホームページでもご覧いただけます。） 

http://www.pref.shimane.lg.jp/suigi/   （TEL 0855-22-1720） 
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【平成20年7月の漁獲統計】 

総漁獲量 CPUE（1 隻（統）１航海あたり漁獲量） 
漁業種類 水揚港 主要魚種 

漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 

漁

模

様 

浜田 マアジ 250 ﾄﾝ 85% 90% 6.4 ﾄﾝ 85% 78% ▲ 

西郷 マアジ 2,473 ﾄﾝ 70% 144% 24.0 ﾄﾝ 71% 120% ○ 
まき網 

（中型・大中

型） 
浦郷 マアジ 1,786 ﾄﾝ 87% 144% 21.3 ﾄﾝ 81% 124% ○ 

浜田 スルメイカ、ケンサキイカ 47 ﾄﾝ 87% 65% 193 ㎏ 103% 112% ○ イカ釣り 

（５トン以上） 
西郷 スルメイカ、ケンサキイカ 3 ﾄﾝ 10% 8% 233 ㎏ 113% 142% ◎ 

バイかご 久手 エッチュウバイ 27 トン 98% 118% 654 kg 91% 107% ○ 

シイラまき 和江 シイラ、ヒラマサ 72 トン 39% 53% 1,061 kg 55% 65% ▲ 

浜田 マアジ 34 トン 95% 98% 680 kg 93% 91% ○ 

美保関 マアジ、トビウオ類、サバ類、カタクチイワシ 157 トン 59% 100% 1508 kg 57% 92% ○ 
定置網 

(大型） 

浦郷 マアジ、ブリ、イサキ 28 トン 54% 101% 913 kg 50% 80% ○ 

仁摩 ケンサキイカ、メダイ 11 ﾄﾝ 97% 54% 18 ㎏ 76% 50% ▲ 

大社 カサゴ・メバル類、ブリ、キダイ 5 ﾄﾝ 67% 49% 12 ㎏ 85% 74% ▲ 釣り・縄 

西郷 カサゴ・メバル類、キダイ、メダイ 14 ﾄﾝ 74% 60% 27 ㎏ 73% 70% ▲ 

平年比：過去5年（沖底のみ10年）の平均値との比較  漁模様（CPUE）：◎が平年以上、○が平年並み、▲が平年以下 

大型クラゲ情報 

 黄海・東シナ海・日本海でエチゼンクラゲ目視情報がありますが、数は昨年に比較してかなり少ないようです。（対馬海峡での調査では昨年より１～２

桁少ない密度）。他県も含め底びき・定置網などへのクラゲの入網報告はまだありません。 


